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橈骨遠位端骨折の治療において,月状骨窩と遠位橈尺関




























ある.また,遠位locking screwを先に固定し,近位cortex screwを挿入するcondylar stabilizing法を用いることで,
プレート遠位端の浮き上がりの防止,及びvolar tiltの獲得
に努めている.
３．橈骨遠位端骨折のガイドラインについて
中島 一郎 （群馬大院・医・整形外科学）
【はじめに】 橈骨遠位端骨折の治療に関しては,2012年日
本整形外科学会から診療ガイドラインが提示されている.
しかしエビデンスが確立されていない所も多く実際の治療
に際しては判断に迷う事も多い.今回以下の内容について
ガイドラインの内容および実際の症例を提示させていただ
く.【症 例】 ①橈骨遠位端骨折変形治癒後の矯正骨切
り施行例の術前の症状および治療結果 ②術後の屈筋腱断
裂症例のプレート位置の問題点および治療方法 ③尺骨茎
状突起骨折合併症例をどのように扱うか等である.【結
語】 橈骨遠位端骨折もロッキングプレートの普及で術後
の治療成績も安定してきているが,術後のさまざまな合併
症に出くわす事は多い.術後屈筋腱が損傷される症例は稀
ではあるが,すでに変形治癒した状態で紹介されたり,新
鮮例でも尺骨茎状突起骨折を合併している症例でその取扱
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